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ヤナギと言えば、公園樹や街路樹としてなじみ深いシダレヤナギや

セイヨウハコヤナギ（通称ポプラ）を思い浮かべるかもしれませんが、こ

れらはいずれも大陸原産の外来種です。ヤナギ類（ヤナギ科ヤナギ

属・ヤマナラシ属）の在来種には、ネコヤナギやドロノキなどがあり、富

山県には 20 種近くが自生しています。種によって分布特性は異なり、

平野部の大河川に多いもの、山間部の河川沿いに多いもの、林道沿

いに多いものがあります。富山県には多くの大河川があり、随所にヤ

ナギ類の在来種が生育しているので、気付かないうちに目にしている

方も多いと思います。 

ヤナギ類は、氾濫跡地や崩壊地にいち早く侵入し、旺盛な初期成長

を示す先駆樹種です。採取した枝を直接造林地に挿し付ける直挿し

（じかざし）造林が容易な樹種が多いため、災害跡地で実施される治山

事業の緑化植物として有用です。また、伐採後の萌芽による再生力が

高いため、農地にて生産と収穫を数年サイクルで繰り返すことができ

る木質バイオマス資源としても近年注目されています。しかし、ヤナギ

類には多くの樹種があり、同定が比較的難しいうえ、どの樹種が事業

地の立地に適しているか、挿し木材料の採取適地はどこか、樹種によ

って発根性に違いはあるかといった情報が不足していました。そこで、

本書では、富山県に自生するヤナギ類の分布特性、見分け方、発根

性を示します。 

緑化植物やバイオマス資源としてヤナギ類の利用を検討されている

方や、ヤナギ類の分類に興味のある方に、本書をご活用いただけれ

ば幸いです。
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1-1 富山県に自生するヤナギ類の在来種 

本書では、ヤナギ科ヤナギ属とヤマナラシ属に分類される種を「ヤ

ナギ類」と呼びます。富山県に自生するヤナギ類の在来種は 19 種とさ

れていますが（表 1）、このうち、富山県の山地帯以下（標高 0～1600m）

で普通に見られる 13 種を本書では主要種として扱い、分布特性、見分

け方、発根性を示します。その他の 6 種のうち、シロヤナギは亜種レベ

ルの違いのコゴメヤナギに含めて扱います。稀少な 2 種、岩場に生育

する 1 種、高標高に生育する 2 種は主要種から除きました。 

  

１. ヤナギ類の分布特性 

表 1 富山県に自生する在来ヤナギ類 

和名 属
番
号

樹高
(m)

記録
地点数

解析分布
地点数

和名 属
番
号

樹高
(m)

備
考

【主要種】 高木樹種 【その他種】 亜種レベルの別種

ドロノキ P ⑬ 30 121 97 シロヤナギ S 25 * 1

オオバヤナギ S ⑪ 30 89 75 【その他種】 稀少種

コゴメヤナギ S ① 25 425 318 オオタチヤナギ S ⑭ 12 * 2

マルバヤナギ S ⑧ 20 133 103 キツネヤナギ S 2 * 3

ヤマナラシ P ⑫ 20 85 75 【その他種】 岩場生育種

バッコヤナギ S ⑨ 15 252 201 コマイワヤナギ S 1

オノエヤナギ S ③ 15 338 251 【その他種】亜高山・高山生育種

ジャヤナギ S ⑥ 12 209 154 ミヤマヤナギ S ⑮ 2

【主要種】 小高木・低木樹種 タカネイワヤナギ S 0.2

タチヤナギ S ⑦ 8 298 212

カワヤナギ S ② 8 328 270

イヌコリヤナギ S ④ 6 194 178

オオキツネヤナギ S ⑩ 5 170 147

ネコヤナギ S ⑤ 3 136 121

計　13種 2778 2202

・富山県植物誌改訂版編集のための維管束植物チェックリスト(富山県植物誌改訂版編
集委員会 2021) に収録された種のうち、雑種以外で「植栽」、「逸出」、「外来」の記載が
ない19種を掲載。ただし、「外来？」の記載があるジャヤナギは含めた。
・属のSはヤナギ属（Salix)、Pはヤマナラシ属（Populus )。

・丸数字番号は在来ヤナギ類解説ページ（p13～40）冒頭の種番号。
・樹高は最大樹高で観察および参考文献（巻末）に基づく。
・記録地点のうち、標高1600m以上を控除したうえで、500×500m四方内に1種あたり複
数点ある場合は1点となるように間引き、解析分布地点とした。
* 1 亜種レベルの違いのコゴメヤナギに含めて扱う。
* 2 ジャヤナギと同種の可能性がある（大橋 2016）。
* 3 オオキツネヤナギに似る。同定のポイントとなる子房の毛の有無や花序の太さを多
数の個体について観察した結果、県内では稀少と判断。
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主要種のうち 8 種は高木樹種（最大樹高 10m 以上）、5 種は小高木・

低木樹種（10m 未満）です。また、ヤマナラシ属は 2 種（ドロノキ、ヤマ

ナラシ）で、他 11 種はヤナギ属です。 

 

1-2 ヤナギ類分布地点の立地 

主要河川沿いや県内各地の林道沿い

と森林でヤナギ類の生育地点を記録し、

主要 13 種について、合計 2202 地点（表

1）の分布情報（図 1）を解析しました。 

分布地点の立地区分構成から（図 2）、

大きく 3 つの樹種グループに分けられま

した。1 つめは道路沿いが 80%以上を占

めるヤマナラシとオオキツネヤナギ、2 つ

めは道路沿いと河川沿いの割合に大き

な差がないバッコヤナギ、3 つめは河川沿いが大部分を占めるその他

の 10 種でした。森林内には、ヤマナラシとバッコヤナギがわずかに出

現したのみで、開けた環境を好むヤナギ類の性質を反映していました。

休耕田の割合が比較的高かったのは、タチヤナギ、カワヤナギ、マル

バヤナギ、イヌコリヤナギでした。 

 

  

図 1 ヤナギ類の分布地点 
車でアクセスできない黒部川

中上流域は調査対象外 
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1-3 標高分布と湿潤指数分布 

標高分布をみると、ジャヤナギ、タチヤナギ、マルバヤナギは中央

値が 40m 以下で低標高に偏って分布しました（図 3 左）。カワヤナギと

ネコヤナギも中央値は 100m 以下で比較的低標高に偏って分布しまし

た。ドロノキ、ヤマナラシ、オオバヤナギ、オノエヤナギ、バッコヤナギ

は中央値が約 500m 以上で高標高に偏って分布しました。 

湿潤指数の中央値が高い 5 種は、標高の中央値が低い 5 種と共通

で、ジャヤナギ、タチヤナギ、マルバヤナギ、ネコヤナギ、カワヤナギで

した（図 3 右）。これらは低標高の水湿地に多い樹種と言えます。湿潤

指数の中央値が低い 3 種はバッコヤナギ、オオキツネヤナギ、ヤマナ

ラシで、主に道路沿いに生育する種（図 2）でした。これらは山腹や尾

根上のような乾燥した環境に多い樹種と言えます。 
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図 3 標高分布（左）と湿潤指数分布（右） 
 中央値順に表示。湿潤指数は集水面積が大きく、傾斜が緩いほど大

きくなる値。 
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1-4 標高と湿潤指数の 2 要因で表した分布特性 

高木樹種と小高木・低木樹種に分けて、標高と湿潤指数の 2 要因

で分布特性を表しました（図 4）。高木樹種 8 種についてみると、河川

沿いの湿潤な環境には低標高から順にジャヤナギ、マルバヤナギ、コ

ゴメヤナギ、ドロノキ、オオバヤナギ、オノエヤナギが、山腹斜面や尾

根上などの乾燥した環境にはヤマナラシとバッコヤナギが分布してい

ました。小高木・低木樹種 5 種についてみると、湿潤な環境には低標

高から順にタチヤナギ、カワヤナギ、ネコヤナギ、イヌコリヤナギが、乾

燥した環境にはオオキツネヤナギが分布していました。 

ヤナギ類を緑化植物やバイオマス資源として利用する場合には、事

業地の立地が当該樹種の分布特性に見合ったものであるか確認する

と良いでしょう。  

図 4 標高と湿潤指数の 2 軸で表した分布特性 
 ●は中央値、バーは四分位範囲 
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1-5 河川による分布の違い 

標高と湿潤指数でおおむね分布特性を表すことができましたが、平

野部の大河川下流部では、河川による分布の違いもありました（図 5）。

高木樹種のジャヤナギ、マルバヤナギ、コゴメヤナギは下流部に多い

樹種ですが、ジャヤナギは県西部～中央部の小矢部川、庄川、神通

川に、マルバヤナギは県中央部の庄川と神通川に、コゴメヤナギは県

東部の常願寺川、早月川、黒部川に主に分布しました。また、オオバ

ヤナギは県東部の早月川のみ下流部の河口付近まで分布しました。

県東部の河川は、北アルプスから流れる急流河川であり、下流部でも

礫質の河原が多いのに対し、県中央部から西部の河川は比較的緩勾

配で川岸の土壌は砂質や粘土質が多いことが、河川による分布の違

いが生じる一因だと考えられます。 

  

図 5 ジャヤナギ、マルバヤナギ、コゴメヤナギ、オオバヤナギの分布地点 
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2-1 葉 

ヤナギ類のうち、どの樹種であるか見分けるには、春から秋の着葉

期ならいつでも観察できる葉の特徴を知るのが基本です。ヤマナラシ

属の 2 種は形状などから容易に見分けられます。ヤナギ属については、

まず細長い葉（3 種）と幅のある葉（8 種）のいずれかを判別したうえで、

葉のサイズで当たりを付けます（表 2、p11～12 の葉一覧）。次に、葉序

（互生or対生）、形状（最大幅となる位置や先端の尖り方）、葉裏の毛、

質感（革質 or 洋紙質）、葉脈（走り方や凹み具合）などを確認します。

新葉の縁が裏へ巻くか否か、新葉の色と変色部位、托葉の形状や腺

も重要な情報です。新葉や托葉は時期によっては観察できないことも

ありますが、ヤナギ類は初秋まで伸長し続けるので、新葉は比較的長

い期間観察可能です。詳細は p13～38 を参照してください。 

 

２. ヤナギ類の見分け方 

表 2 主要種のうちヤナギ属 11 種の葉の特徴 

　　　　　形状
サイズ

細長い葉（線形） 幅のある葉（楕円形・卵形）

小型の葉 コゴメヤナギ  ① イヌコリヤナギ ④
（最大約10cm）  ・新葉巻き無  ・対生　・葉柄なし

中型の葉 カワヤナギ  ② ネコヤナギ  ⑤
（最大約15cm）  ・最大幅先端寄り　・新葉巻き有  ・湾曲する長い明瞭な側脈

 ・細長い托葉 ジャヤナギ ⑥
オノエヤナギ  ③  ・葉裏粉白色　・葉先鋭く尖る
 ・最大幅基部寄り　・新葉巻き有 タチヤナギ ⑦
 ・葉脈凹みシワシワに見える  ・托葉の腺　・葉柄の腺

 ・新葉中央暗赤色
マルバヤナギ ⑧
 ・新葉全体明赤色　・托葉大型
 ・葉柄の葉状物
バッコヤナギ ⑨
 ・葉裏の縮毛　・新葉巻き有
 ・革質

大型の葉 オオキツネヤナギ ⑩
（最大約20cm）  ・新葉巻き無　・洋紙質

オオバヤナギ ⑪
 ・葉裏粉白色　・托葉大型
 ・最大幅基部寄り

・種名末尾の丸数字は主要種解説ページ（p13～38）冒頭の種番号
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2-2 開花時期と花序の形状 

ヤナギ類は雌雄異株植物であり、雄

花しか付けない雄株と、雌花しか付けな

い雌株があります。雄花、雌花とも多くの

花が集合して尾状（円筒形）の雄花序、

雌花序となります。 

開花期は春ですが、花序の現れるタイ

ミングは種により異なり、開葉前(写真

1)、開葉と同時、開葉後（写真 2）の 3 タ

イプがあります（表 3）。また、花序は直

立や斜立するタイプ（写真 1）と垂れ下が

るタイプ（写真 2）があります。開花時期

であれば、これらの特徴は樹種を見分け

る手がかりとなります。また、雌花の子

房の柄の長さや毛の有無は種の識別の

決め手となることがあります。 

 

  

写真 1 

オオキツネヤナギの雄花序 
花序は開葉前に出現し、直立か

斜立。虫媒花のため訪花昆虫で

賑わう 

2022.5.11 和田川峠谷（有峰） 

 

写真 2 

オオバヤナギの雄花序 
花序は開葉後に出現し、垂

れ下がる 

2025.4.24 常願寺川（本宮

駅付近） 

表 3 主要種の開花時期と花序の形状 

花序出現 高木樹種 小高木・低木樹種

開葉前 オノエヤナギ ③ カワヤナギ ②
バッコヤナギ ⑨ イヌコリヤナギ ④
ヤマナラシ ⑫ ネコヤナギ ⑤
ドロノキ ⑬ オオキツネヤナギ ⑩

開葉と コゴメヤナギ ① タチヤナギ ⑦
同時 ジャヤナギ ⑥

開葉後 マルバヤナギ ⑧
オオバヤナギ ⑪

 青字： 花序は直立や斜立
 赤字： 花序はブラブラと垂れ下がる
 種名末尾の丸数字は主要種解説ページ（p13～38）
冒頭の種番号
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2-3 果実の成熟時期 

果実は成熟すると裂開し、綿毛に包まれた種子を飛ばします（写真

3、4）。これを柳絮（りゅうじょ）と呼びます。成熟時期は種により異なり、

主要種のうちオノエヤナギなど 11 種は開花から 1 ヶ月程度の春から

初夏ですが（写真 3）、オオバヤナギとドロノキの 2 種は夏以降の遅い

時期です（写真 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4 個体サイズと立地 

個体サイズは樹種識別の情報となります。小高木・低木樹種は樹高

10m 以上にはならないので、種名を知りたいヤナギ類が樹高 10m 以

上であれば、候補を高木樹種に絞り込むことができます。 

生育地の標高も参考になります。例えば、標高 500m 以上にはジャ

ヤナギは分布せず、700m 以上にはタチヤナギ、マルバヤナギ、ネコヤ

ナギは分布しません（図 3）。 

  

写真 3 春のうちに裂開する 

オノエヤナギの果実 
2024.5.30 和田川西坂森谷（有峰） 

写真 4 秋に裂開する 

ドロノキの果実 
2024.10.2 真川（立山駅付近） 
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2-5 雑種 

ヤナギ属は種間雑種を作りやすく、種の同定を難しくする一因となっ

ています。葉を観察していると、複数の種の特徴を兼ね備えていて、同

定に迷う個体にしばしば遭遇します。例えば、写真 5 はバッコヤナギと

オノエヤナギの雑種と疑われるヤナギです。ヤナギ属を見分ける際

は、雑種が頻出することを念頭に置き、特定の種への同定には固執し

ない方が良いでしょう。 

なお、雑種のできやすさには種による違いがあります。ヤナギ属の

主要 11 種のうち、カワヤナギ、オノエヤナギ、イヌコリヤナギ、ネコヤ

ナギ、バッコヤナギ、オオキツネヤナギの 6 種は雑種を作りやすい一

方、タチヤナギとマルバヤナギの 2 種は雑種を作らないとされていま

す（大橋 2016、吉山・茂木 2019）。  

写真 5 バッコヤナギとオノエヤナギの雑種バッコオノエヤナギと推定 
バッコヤナギの特徴の葉裏の縮毛があるが（左）、先端の尖り方はオノエヤナギ（右） 

2025.8.21 和田川有峰ダム付近 

葉表 

葉裏 
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2-6 在来ヤナギ類主要種 

各種の解説ページの内容、河川名、流域区分は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 種番号・種名 

② 生活形・生育地・見分け方 

③ 解析分布地点 

 

 

 

 

④ 推定分布（Maxenｔモデル） 

⑤ 樹形・生育地 

⑥ 花・果実 

⑦ 当年枝・冬芽 

⑧ 樹皮 

⑨ 新葉・托葉など 

⑩ 葉スキャン 

図 8 流域区分 
主要河川で 8 区分 

解説ページの地図に記入 

図 6 種ごとの解説ページの内容 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ ⑩ 

⑨ 

低低低: 0-400m
中低低: 400-800m
低低低: 800-1600m

図 7 富山県の地勢と河川 
解説文や写真撮影地の説明で用いた河川を表示 
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葉の一覧 （葉表、×0.5） 種名末尾丸数字は解説ページ（p13～38）冒頭の種番号 

●ヤナギ属 【細長い葉（線形）】 

 

 

 

 

 

 

 

●ヤナギ属 【幅のある葉（楕円形・卵形）】 

 

  

バッコヤナギ ⑨ 

コゴメヤナギ ① 

カワヤナギ ② 

 

オノエヤナギ ③ 

イヌコリヤナギ ④ ネコヤナギ ⑤ 

ジャヤナギ ⑥ 

タチヤナギ ⑦ 

マルバヤナギ ⑧ 
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●ヤマナラシ属 

 ヤマナラシ ⑫ 

オオバヤナギ ⑪ 

ドロノキ ⑬ 

オオキツネヤナギ ⑩ 
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① コゴメヤナギ 
Salix dolichostyla subsp. serissifolia 

生活形： 落葉高木、最大樹高約 25m 

主要生育地： 河川下流～中流部。平野部の

大河川では常願寺川から東に多い。山間部で

は神通川水系の大長谷川と百瀬川に多い。 

葉による見分け方： 葉のサイズは本書のヤ

ナギ類でイヌコリヤナギと並び最小。カワヤナ

ギ、オノエヤナギとともに葉の細長いヤナギ

類。新葉の縁は裏に巻かない（カワヤナギと

オノエヤナギは巻く）。 

 

  

花序は開葉と同時に現れる 
左：雄花序 2023.4.14 片貝川（河口
付近）、右：雌花序 2023.4.2 常願寺
川（雷鳥大橋付近） 

裂開中の果実。開花後約 1 ヶ月で成熟 
2022.5.10 真川（立山駅付近） 

平野部の大河川では黒部川に特に多い 
2022.5.29 黒部川（8 号バイパス下流） 

山間部の谷幅の広い河川にも群生する 
2022.4.28 百瀬川（利賀村上百瀬） 

大木となる。片貝川の
有頼柳は胸高直径
93cm 2022.5.14 片貝
川（8 号バイパス上流） 

1 本立ちか数本立ちと
なる。黄色く目立つ開花
期の雄株 2024.4.15 大
長谷川（八尾町新屋） 
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表 
×1.0 

裏 
×1.0 

オノエ 
ヤナギ 

カワ 
ヤナギ 

コゴメ 
ヤナギ 

新葉は時に赤みを帯びる。
新葉の縁は裏に巻かない 
2022.5.18 常願寺川（雷鳥
大橋付近） 

互生 2024.8.27 常願
寺川（横江頭首工） 

托葉は羽根状 
2022.5.18 常
願寺川（雷鳥
大橋付近） 
 

隣り合って生える葉の細長いヤナギ類 3 種 
2024.10.19 常願寺川（本宮駅付近） 

葉身長 4-11cm。細鋸歯。葉裏は粉白色 
2024.8.27 常願寺川（横江頭首工） 

葉が小さいため、白味強い部分（旧葉
の葉裏と新葉）と緑色濃い部分（旧葉
の葉表）が細かくモザイク状に見える 
2021.8.24 大長谷川（茗ヶ島橋） 

樹皮は暗褐色。成
木では縦に裂ける 
上：常願寺川（本宮
駅付近）、下：常願
寺川（横江頭首工） 

若木 

成木 

冬芽 
2024.11.26 
常願寺川 
（本宮駅付近） 
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② カワヤナギ 

Salix miyabeana subsp. gymnolepis 
生活形： 落葉小高木、最大樹高約 8m 

主要生育地： 河川下流～中流部、休耕田 

葉による見分け方： コゴメヤナギ、オノエヤナ

ギとともに葉の細長いヤナギ類。葉形には変

異が多い。新葉の縁は裏に巻く（コゴメヤナギ

は巻かない）。最大幅となる部分が先端寄り

の葉が多い（オノエヤナギは基部寄り）。托葉

は細長く、他種にない特徴。 

 

 

  

カワ 
ヤナギ 

タチ 
ヤナギ 

休耕田でタチヤナギとともによく見る 
2022.5.19 高岡市福岡町栃丘の休耕田 

花序は開葉前に現れる 
左：雄花序 2025.3.25 常願寺川
（常願寺大橋付近）、右：雌花序 
2024.3.28 黒部川（河口付近） 

裂開中の果実。開花後約 1 ヶ月で成熟 
2022.5.10 真川（立山駅付近） 

株立ちとなる 左：2022.5.13 小矢部川（国条橋付
近）、右：2022.5.9 高岡市福岡町赤丸の休耕田 

河川敷のカワヤナギが優占する群落 
2022.5.14 常願寺川（雄峰大橋付近） 
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  裏 
×1.0 

表 
×1.0 

葉身長 7-16cm。先端が腺にな
る鋸歯。葉裏は白緑色。最大幅
となる部分は先端寄りの葉が
多い 2024.8.27 富山市和田の
休耕田 

新葉の縁は裏に巻く 2022.5.5 
小矢部市嘉例谷の休耕田 

枝先の新葉は白っぽく見える 
2022.5.22 庄川（高岡大橋付近） 

新葉の色の違いが明瞭な、
隣り合うカワヤナギとマルバ
ヤナギ 2022.6.18 熊野川
（富山市文珠寺） 

カワ 
ヤナギ 

マルバ 
ヤナギ 

互生 2024.8.27
富山市和田の
休耕田 

樹皮は灰白色。
成木では縦に
浅く裂ける 
上：熊野川（富
山市八日町）、
下：常願寺川
（本宮駅付近） 

若木 

成木 

托葉は細長い  
上：2022.8.5 
久婦須川（八
尾町桐谷）、
下：2022.5.15 
神通川（中島
大橋上流） 

冬芽 
2024.11.26 
常願寺川（常願
寺大橋付近） 
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③ オノエヤナギ Salix udensis 
生活形： 落葉高木、最大樹高約 15m 

主要生育地： 河川中流～上流部、林道沿い 

葉による見分け方： カワヤナギ、コゴメヤナ

ギとともに葉の細長いヤナギ類。新葉の縁は

裏に巻く（コゴメヤナギは巻かない）。最大幅と

なる部分が基部寄りの葉が多い（カワヤナギ

は先端寄り）。葉脈が葉裏に凹むため葉表は

シワシワに見えるのも大きな特徴。 

  

  

花序は開葉前に現れる 左：雄
花序 2022.5.20 南砺市桂湖開
津谷、右：雌花序 2022.5.11 和
田川西坂森谷（有峰） 

裂開中の果実。開花後約 1 ヶ月
で成熟  
2021.6.8 立山カルデラ泥谷 

1 本立ち（左）または数本立ち（右）。中標高以上で
は左のように林道沿いの攪乱跡地にも生育 左：
2023.6.3 立山町長倉、右：2022.9.26 片貝川別又谷 

堰堤堆砂敷の群生 
2024.4.18 利賀川悪瀬谷 

平野部の大河川にも所々
生育 2023.5.27 小矢部川
（小矢部市茄子島） 

河川内の群生 2022.6.2 
真川（有峰折立） 

亜高山まで生育 
2023.7.26 立山天狗平 

堰堤 
天端 
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 表 
×1.0 

裏 
×1.0 

互生 2024.8.27 称名川
（称名滝付近） 

新葉の縁は裏に巻く 
2022.5.11 和田川有峰
ダム付近 

葉身長 10-16cm。鋸歯は波状か
全縁。葉裏は淡緑色。最大幅とな
る部分は基部よりの葉が多い 
2024.8.27 称名川（称名滝付近） 

葉脈は葉裏に凹み葉表は
シワシワに見える 2025.8.21 
和田川有峰ダム付近 

若木の樹皮は褐
色で菱形の皮目
がある 真川（立
山駅付近） 

托葉は羽根
状で先が尖
る 2025.8.21 
和田川有峰
ダム付近 

若木 成木 

成木の樹皮は暗
褐色で浅く縦に
裂ける 常願寺
川（本宮駅付近） 

成葉の葉裏。葉脈が浮
き出る。基部の縁は裏
に反る葉が多い 
2025.8.16 南砺市梨谷 

枝先の新葉は白っぽく
見える 2022.6.5 上市川
（上市町市街付近） 

黄葉する 2022.11.18 
片貝川南又発電所 

冬芽 
2024.11.26 
真川（立山駅付近） 
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④ イヌコリヤナギ Salix integra 
生活形： 落葉低～小高木、最大樹高約 6m 

主要生育地： 林道沿い、河川、休耕田 

葉による見分け方： 県内自生ヤナギ類で唯

一対生するため葉序で見分けられる。ただ

し、互生部分も混じることが多い。葉は小型

の楕円形で、類似種はなく、これも特徴。 

 

 

  

株立ちとなる。休耕田の大きな個体 
2022.5.19 高岡市福岡町栃丘 

県東部では河川下流
にも随所に生育 
2022.5.15 常願寺川
（常盤橋付近） 

道路沿の攪乱跡地の群生 
2022.6.21 百瀬川菅沼ダム付近 

花序は開葉前に現れる 
左：雄花序 2025.3.25 富山市西番
の休耕田、右：雌花序 2025.3.25
黒部川（黒部大橋付近） 

裂開中の果実。開花後約 1 ヶ月
で成熟 2022.6.17 百瀬川東俣谷 

  

亜高山にも生育 
2023.7.11 立山弘法 
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対生が基本だが互生の部分も混じる 
左：2024.8.27 富山市才覚地の休耕田、
右：2025.8.16 南砺市梨谷 

冬芽 
2024.11.25 真川
（立山駅付近） 

花のように見える虫えい 
2025.3.25 黒部川（黒部
大橋付近） 

葉身長 4-8cm。低鋸歯。葉柄はほとん
どない。托葉はない。葉の色が薄い 
2024.8.27 富山市才覚地の休耕田 

樹皮は灰白色で平滑 
常願寺川（本宮駅付近） 

新葉は薄紅色。新葉の縁は裏に巻かない 
左：2022.5.26 井田川（八尾町福島）、 
右：2022.5.15 常願寺川（常盤橋付近） 

葉序に応じ花序も対生が基本。
対生する雄花序 
2025.3.25 富山市西番の休耕田 

表 
×1.0 

裏 
×1.0 

互生 

対生 

対生 
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⑤ ネコヤナギ 
Salix gracilistyla var. gracilistyla 

生活形： 落葉低木、最大樹高約 3m 

主要生育地： 河川下流～中流部 

葉による見分け方： 楕円形の葉で、明瞭な側

脈が湾曲して葉縁に沿い長く伸びる。 

 

  

  

花序は開葉前に現れる 左：雄
花序、 右：雌花序 2025.3.25 小
口川（富山市才覚地） 

裂開中の果実。開花後約 1 ヶ月
で成熟 2022.5.20 南砺市田向の
休耕田 

「春一番」の歌詞のとおり、
雪をはねて顔を出した。す
ぐ開花 2025.3.25 小口川
（富山市才覚地） 

堰堤放水路の株立ち 
2023.12.6 入善町舟見 

株立ちとなり上方には伸び
ず横に拡がる。大河川水
際の群生 2022.6.12 庄川
（となみ野大橋付近） 

河川水流沿いの群生 
2022.6.28 小口川（富
山市才覚地・中地山） 

ネコ 
ヤナギ 

ジャ 

タチ 
カワ 

ネコ 

水流 

ヤナギ類の中でも
特に水湿に強く、河
川では水際の最前
列に生えることが
多い 2022.6.12 
庄川（雄神橋付近） 
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秋になると葉柄基部が赤く膨
らみ冬芽を抱く 2025.11.24 
常願寺川（本宮駅付近） 

托葉は羽根状で大
きい 2025.8.18 利賀
村百瀬川の休耕田 

葉色は青味がかることが多い。白っぽい
新葉も混じる、ネコヤナギ独特の色調 
2022.6.16 山田川城端ダム湖岸 

新葉は時に赤みを帯びる。新葉
の縁は裏に巻かない 2023.5.27 
小矢部川（南砺市上川崎） 

互生 2024.8.28 
立山町吉峰 

冬芽 
2024.11.26 
熊野川（富山
市八日町） 

表 
×1.0 

裏 
×1.0 

葉身長 6-13cm。細鋸歯。葉裏は
淡緑色。最大幅となる部分は中
央付近 2024.8.28 立山町吉峰 

湾曲する長い明瞭な側脈が特徴 左：2022.5.26 井田川
（八尾町福島）、右：2022.7.26 常願寺川（本宮駅付近） 

樹皮は褐色 
常願寺川 
（本宮駅付近） 
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⑥ ジャヤナギ Salix eriocarpa 

生活形： 落葉高木、最大樹高約 12m 

主要生育地： 河川下流部、湿地。大河川で

は神通川から西に多く、早月川から東には少

ない。 

葉による見分け方： 葉のサイズや形はタチヤ

ナギに似るが、ジャヤナギの葉先は徐々に狭

まって鋭く尖り、葉裏は粉白色。托葉は羽根

状で先端が尖る。 

  

雌花序。長さは約 15mm と短
い。開葉と同時に現れる。国内
には雌株しかなく、古く大陸から
移入されたとの説がある。国内
に雄株、雌株ともあるオオタチ
ヤナギと同種の可能性も指摘さ
れている（p39 参照） 2023.4.2
庄川（雄神大橋付近） 

 

湿地に成立したジャヤ
ナギ林 2024.5.20 
氷見市桑院溜池 

1 本立ちか数本立ちとな
る。大河川の河川敷に多
い 2022.6.12 庄川（北陸
道庄川大橋付近） 

氾濫跡の裸地に侵入し
た若齢個体 2022.5.22 
神通川井田川出合 

幹はしばしば斜立し
曲がりも多い 
2022.5.13 小矢部川
（国吉大橋付近） 

休耕田でも見ることがある 
2022.6.18 富山市西福沢 

側枝は分枝部で折れやす
く、軽く手で引くだけで容易
に取れる。強風等で折れた
枝による無性繁殖に有利な
形質と考えられる 2022.6.4 
常願寺川（雷鳥大橋付近） 
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互生。当年枝基
部の葉を除き、
葉先は鋭く尖る 
2024.9.22 立山町
吉峰 

葉表は光沢がある濃緑色、葉裏は
粉白色 2024.5.20 氷見市桑院溜池 

葉表 

葉裏 

葉身長 10-15cm。細鋸歯。葉裏は粉白色。
葉先は徐々に狭まり鋭く尖る 2024.8.28 
熊野川（富山市西福沢） 

表 
×1.0 

裏 
×1.0 

新葉の中央部は時に明る
い赤味を帯びる。新葉の縁
は裏に巻かない 2022.6.7 
熊野川（国道 41 号付近） 

托葉は羽根状で
先は尖り長く伸び
る 2022.5.22 庄川
（牧野大橋付近） 

冬芽 
2024.11.26 熊野川
（富山市八日町） 

樹皮は褐色。成木では縦に
裂ける 左：熊野川（富山市
八日町）、右：立山町栃津 

若木 成木 

明るい新葉と暗い旧葉が混じる色調
と、ツンツンした葉先が特徴 2023.5.27 
小矢部川（小矢部市茄子島） 
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⑦ タチヤナギ Salix triandra 
生活形： 落葉小高木、最大樹高約 8m 

主要生育地： 河川下流部、休耕田、湿地 

葉による見分け方： 葉のサイズや形はジャヤ

ナギに似るが、タチヤナギの葉先は急に狭ま

って尖り、葉裏は白緑色。托葉に腺点が密に

分布するのは、他種にない特徴。 

  

休耕田でカワヤナギとともによく見る 
2022.5.13 高岡市頭川の休耕田 

花序は開葉と同時に現れる 
左：雄花序 2022.4.12 氷見市谷屋の
休耕田、右：雌花序 2023.4.2 庄川
（大門大橋付近） 
 

河川敷の大きな株立ち 
2022.5.13 小矢部川 
（国東橋付近） 

裂開中の果実。開花
後約 1 ヶ月で成熟 
2022.5.2 氷見市谷屋

雄花序の花糸は 3
本で本種特有 
2022.4.17 常願寺川
（常願寺大橋付近） 

カワ 
ヤナギ タチ 

ヤナギ 

  

株立ちとなる。開花期の雄
株は遠目にも黄色く見え
目立つ 2023.4.5 上市川 
（国道 8 号付近） 

河川敷のタチヤナギが優占する低木林 
2022.5.6 小矢部川（向田橋付近） 
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新葉の中央部はしばしば暗い赤味を帯
びる。新葉の縁は裏に巻かない 
2022.5.14 常願寺川（常願寺大橋付近） 

互生 2024.8.27 常願
寺川（横江頭首工） 

葉身長 6-15cm。先端が腺になる細鋸歯。
葉表は滑らかな触感。葉裏は淡白緑色。
葉先は急に狭まり尖る 
2024.8.27 常願寺川（横江頭首工） 

托葉はえりまき状や羽根状で、腺点が密
に分布。托葉は春一番の新葉、勢いのな
い枝、古い葉では見られない 
左：2022.6.18 熊野川ダム湖、 
右：2022.5.15 神通川（富山北大橋付近） 

葉柄や葉の基部に腺が付くことがある 
2022.5.15 神通川（河口付近） 

冬芽 
2024.11.26 
常願寺川 
（横江頭首工） 

樹皮は褐色。成木
では剥けて反り返
る 上：熊野川（富
山市八日町）、下：
常願寺川（横江頭
首工） 

若木 

成木 

新葉を展開しながら勢い良く伸長する
樹冠上部の着果枝 2022.5.4 氷見市
仏生寺の休耕田 

表 
×1.0 

裏 
×1.0 
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⑧ マルバヤナギ Salix chaenomeloides 
別名： アカメヤナギ 

生活形： 落葉高木、最大樹高約 20m 

主要生育地： 河川下流部、湿地、休耕田。大

河川では神通川と庄川に多く、早月川から東

と小矢部川ではまれ。 

葉による見分け方： アカメヤナギの別名の通

り、新葉は全体が明るい赤色となる。種名のと

おり丸みのある葉もあるが、葉形は変異が大

きい。托葉は扇形で大きく、類似種はオオバ

ヤナギのみ。葉柄に葉状物が付くことがあり、

他種にない特徴。 

根元が水没する所で
も生育 2022.4.28 
大長谷川（茗ヶ島橋） 

休耕田の群生 2022.6.18 
富山市才覚地の休耕田 

1 本立ちか数本立ちとなる。成木の樹冠は幅広 
左：2025.4.24 井田川（北陸道井田川橋付近）、 
右：2025.11.24 小口川（富山市中地山） 

花序は開葉後に現れる。開葉時期も他
種より遅い 左：雄花序 2025.4.24 井田
川（北陸道井田川橋付近）、右：雌花序 
2022.4.18 神通川水辺プラザ 

河川敷の群生 2022.6.4 熊野川
（国道 41 号と中部広域農道の間） 

裂開中の果実。開花後
約 1 ヶ月で成熟 
2022.5.22 神通川 
（富山大橋付近） 
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赤い新葉は 9 月頃
まで見られ、遠目
にも同定可能 
2022.6.18 熊野川
（富山市文珠寺） 

托葉は扇形で大きい。葉柄に小さな葉状物が付く
ことがある 2021.8.28 常願寺川（富山市水橋） 

新葉は全体が明るい赤
色。新葉の縁は裏に巻
かない 2021.8.28 常願
寺川（富山市水橋） 

葉身長 6-15cm。先端が腺になる鋸歯。
葉表は滑らかな触感。葉裏はやや粉白色 
2024.8.27 富山市才覚地の休耕田 

表 
×1.0 

裏 
×1.0 

勢いの良い枝の托葉は秋まで
残る 2024.10.19 熊野川（国道
41 号と中部広域農道の間） 

托葉 
葉身 葉状物 

冬芽 
2024.11.26 
熊野川（富山
市八日町） 

樹皮は暗褐色。縦
に割れる 上：熊
野川（富山市八日
町）、下：小口川
（富山市中地山） 

成木 

若木 

互生。葉形は変異が大きい。幼木の葉
は右側のように細く先端が尖る 
2024.8.27 富山市才覚地の休耕田 
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⑨ バッコヤナギ Salix caprea 
別名： ヤマネコヤナギ 

生活形： 落葉高木、最大樹高約 15m 

主要生育地： 林道沿い、河川中流～上流部 

葉による見分け方： オオキツネヤナギと形が

似るが、新葉の縁は裏に巻き、葉裏に縮毛が

密生する。また、オオキツネヤナギより葉表の

色が濃く、革質で厚い傾向がある。葉裏の縮

毛は大きな特徴だが、幼木や秋の葉では見ら

れないこともある。 

その他の見分け方： 葉以外のオオキツネヤ

ナギとの違いは、雌花の子房に数ミリの明瞭

な柄であること、高木になること。 

備考： まな板材として知られる。 

 

  

花序は開葉前に現れる 
左：雄花序、右：雌花序 
2025.4.26 片貝川南又谷 

裂開中の果実。開花後約 1 ヶ
月で成熟 2021.6.9 和田川有
峰ダム付近 

1 本立ちまたは数本立ちとなる。林道沿いの
尾根上（左）にも渓流沿い（右）にも生育 
左：2022.8.16 利賀村坂上（山の神峠付近）、
右：2022.6.17 百瀬川（利賀村上百瀬） 

残雪の雪原で開花する雄
個体。開花が早く、この時
期目立つ 
2025.4.12 南砺市梨谷 

子房は数 mm の
柄がある 2022.4.9 
富山市瀬戸 
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 表 
×1.0 

裏 
×1.0 

互生 2024.8.27 
称名川（桂台上流） 

冬芽 2024.11.25 
立山町芦峅寺 

新葉の縁は裏に巻く 
2022.5.7 早月川（馬
場島付近） 

樹皮は褐色。成木
では縦に裂ける 
上：南砺市細尾峠、 
下：常願寺川（本宮
駅付近） 

若木 

成木 

托葉は扇形
や羽根状 
2022.6.20 
庄川町湯谷 

葉身長 8-15cm。
波状鋸歯。革質
で葉脈は葉裏に
凹む。葉表は濃
緑色。葉裏は淡
緑色 
2024.8.27 称名川
（桂台上流） 

葉表は濃緑色で革質となることが多
い。葉脈は葉裏に凹み葉表はシワシ
ワに見える 2025.8.16 南砺市閑乗寺 

葉裏に白い縮毛が密生。
毛の生え方は個体差があ
り、幼木や秋の葉では見ら
れないこともある 2021.8.23 
和田川有峰ダム付近 
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⑩ オオキツネヤナギ Salix futura 
別名： オオネコヤナギ 

生活形： 落葉低木、最大樹高約 5m 

主要生育地： 林道沿い。特に切土法面 

葉による見分け方： 葉のサイズは本書のヤ

ナギ類でオオバヤナギと並び最大。バッコヤ

ナギと形が似るが、新葉の縁は裏に巻かず、

葉裏の縮毛はない。バッコヤナギより葉表の

色は薄く、洋紙質で厚さが薄い傾向がある。 

その他の見分け方： 葉以外のバッコヤナギと

の違いは、雌花の子房がほぼ無柄であるこ

と、単幹の高木にはならず株立ちすること。 

  

裂開中の果実。開花後約 1 ヶ月
で成熟 2022.5.5 小矢部市平桜 

切土法面の群生 2022.5.17 
南砺市才川七 

株立ちとなる。切土法
面に生育する開花中
の雌個体 2025.4.7 
富山市文珠寺 

花序は開葉前に現れる 
左：雄花序 2025.3.31 立山町吉峰、
右：雌花序 2022.3.31 立山町吉峰 

子房はほぼ無柄 
2022.5.9 高岡市
勝木原 

開花期の雄株は大きな花序が
良く目立ち、存在に気付かされる 
2022.5.11 和田川峠谷（有峰） 

しばしばタニウツギ
と混生 2023.5.22 
朝日町境 

  

 

- 32 - 

 

 

 

 

 

  

樹皮は灰白色で平滑 
利賀村阿別当 

新葉は時に赤味を帯びる。新葉の縁は
裏に巻かない 2025.8.15 南砺市医王山 

表 
×1.0 

裏 
×1.0 

葉身長 10-20cm。
低鋸歯。洋紙質。
葉裏はやや粉白
色 2024.9.22 立
山町吉峰 

互生 2024.8.27 
富山市東福沢 

冬芽 
2024.12.2 
富山市文珠寺 

托葉は羽根状や耳
たぶ状 2025.8.15 
南砺市医王山 

初秋まで枝先に新葉が出現。
色の薄い新葉から濃い旧葉ま
で、色調にグラデーションがあ
る大きな葉で構成される葉群が
特徴 2025.8.15 南砺市医王山 
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⑪ オオバヤナギ Salix cardiophylla 
別名： トカチヤナギ 

生活形： 落葉高木、最大樹高約 30m 

主要生育地： 河川中流～上流部。早月川の

み下流部の河口近くまで分布。 

葉による見分け方： 葉のサイズは本書のヤ

ナギ類でオオキツネヤナギと並び最大。幅が

最大となる部分は基部よりで、先端に向け

徐々に狭まる。葉裏は粉白色。托葉は扇形で

大きく、類似種はマルバヤナギのみ。 

 

  

1 本立ちで大木になる 
2025.4.21 大長谷川
（八尾町内名） 

山間の谷幅の広い渓流で
見ることが多い 2022.6.2 
真川（有峰折立） 

立山カルデラの高齢林 
2005.11.13 立山カルデラ
多枝原谷 

河川の攪乱跡地に侵入 
2025.8.23 早月川（馬場
島付近） 早月川では河口近く

まで生育 2022.5.29 
早月川（あいの風とや
ま鉄道鉄橋） 

  

花序は開葉後に現れる 左：雄
花序 2025.4.24 常願寺川（本
宮駅付近）、右：雌花序 
2025.4.24 真川（立山駅付近） 

果実。右は裂開中。成熟は初秋
でヤナギ類では遅い 2025.8.23 
早月川（馬場島付近） 
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表 
×1.0 

裏 
×1.0 

互生 2024.8.27 
常願寺川（本宮駅付近） 

冬芽 
2024.11.25 
真川 
（立山駅付近） 

樹皮は暗褐色。成木では縦に
裂ける 真川（立山駅付近） 

葉身長 10-20cm。
細鋸歯。葉裏は粉
白色。最大幅とな
る部分は基部より
で、先端に向け
徐々に狭まる 
2024.8.27 常願寺
川（本宮駅付近） 

若木 成木 

新葉は時に赤味を帯
びる。新葉の縁は裏
に巻かない。葉裏は
粉白色 2022.5.29 
早月川（河口近く） 

紅葉しない。
落葉は遅い 
2024.11.5 
和田川西坂
森谷（有峰） 

托葉は扇形で大きく、遅くまで残る 
左：2022.5.29 早月川（北陸新幹線鉄橋付近）、 
右：2025.8.23 早月川（剱橋付近） 
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⑫ ヤマナラシ 
Populus tremula var. sieboldii 

生活形： 落葉高木、最大樹高約 20m 

主要生育地： 林道沿い 

葉による見分け方： 丸みのある三角形から

菱形で葉身基部に腺がある。葉柄は扁平なた

め風で揺れやすくパタパタと音をたてる。 

  

1 本立ちか数本立ち
となる。山頂広場林
縁の個体 2024.4.10 
宇奈月温泉小原山 

二次林内でもたまに
見かける 2024.6.20 
庄川町庄コナラ林更
新伐跡地 

花序は開葉前に現れる。開花から
開葉までのタイムラグが大きい 
左：雄花序 2025.3.25 立山町吉峰、
右：雌花序 2025.3.25 立山町岩峅寺 

裂開中の果実。開花後約 1 ヶ月で成
熟 2025.5.13 白樺平（本宮駅南方） 

林道沿いで見ることが
多い 2024.5.26 南砺市
刀利（林道城福線） 

県道沿いの個体。バッ
クは残雪の僧ヶ岳 
2025.4.26 魚津市島尻 
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冬芽 2025.4.5 
魚津市島尻 

根萌芽しやすい 2023.7.29 
南砺市東西原 

若木の樹皮は
灰白色で菱形
の皮目がある 
立山町芦峅寺 

葉身基部に腺がある 
2025.5.13 白樺平 
（本宮駅南方） 

表 
×1.0 

裏 
×1.0 

葉身長 4-10cm。三角形
から菱形。粗い鋸歯。 
2024.8.28 立山町吉峰 

葉柄は扁平 
2025.11.27 
立山町吉峰 

成木の樹皮は褐
色で縦に割れる 
立山町吉峰 

若木 成木 

葉柄
断面 

新葉 2025.4.29 
白樺平（本宮駅南方） 

根 

互生 2024.8.28 
立山町吉峰 
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⑬ ドロノキ Populus suaveolens 
別名： ドロヤナギ 

生活形： 落葉高木、最大樹高約 30m 

主要生育地： 河川中流～上流部。常願寺川

水系と早月川水系に多い。 

葉による見分け方： 幅広の楕円形で基部は

浅く凹む。革質。葉裏は緑白色で網目明瞭。 

備考： マッチの軸木材に利用された。 

  

裂開中の果実。成熟は秋で
ヤナギ類では最遅 2024.10.2 
真川（立山駅付近） 

新緑のドロノキ林 2025.4.24 
真川（立山駅付近） 

ドロノキが優占する河畔林 
2022.6.18 常願寺川（立山
大橋より下流方向） 

裂開中の果実を樹冠
全体に付け白く見える
雌個体 2024.10.2 常
願寺川（本宮駅付近） 

称名滝への県道沿いの大木
（胸高直径 83cm、樹高 29m） 
2024.8.27 称名川七姫平 

河川の攪乱跡地に
侵入 2025.8.23 早
月川（馬場島付近） 

花序は開葉前に現れる 
左：雄花序、右：雌花序 
2025.4.11 常願寺川（本宮駅付近） 

  

河畔林 

1 本立ちで主幹は
直立する 
2025.4.26 片貝川
南又谷 
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 表 
×1.0 

裏 
×1.0 

基部は浅く凹む 

若木 

若木の樹皮は灰
白色で菱形の皮
目がある 常願寺
川（本宮駅付近）  

成木の樹皮は
褐色で縦に割
れる 常願寺川
（本宮駅付近）  
 

互生 2024.8.27 常願寺川 
（富山市小見） 

節間が詰まり短枝化し
た側枝 2024.8.27 
常願寺川（富山市小見） 

冬芽は大型で尖る 2024.11.25 
真川（立山駅付近） 

葉身長 6-14cm。細かく
鈍い鋸歯。革質。葉裏
は緑白色で網目が明瞭 
2024.8.27 常願寺川 
（富山市小見） 展葉 2025.4.30 早月川

（馬場島付近） 

葉の表裏の色の違い 2025.8.23 
早月川（馬場島付近） 

裏 

表 

成木 

頂 
芽 

側
芽 
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2-7 その他の在来ヤナギ類 

【稀少種】 

⑭ オオタチヤナギ Salix pierotii 
生活形： 落葉高木、最大樹高約 12m 

生育地： 河川下流部、湿地。小矢部川流域にて生育確認。 

葉による見分け方： 葉はジャヤナギに酷似 

備考： ジャヤナギと同種の可能性がある（大橋 2016）。国内には雌株しかな

いジャヤナギと異なり、オオタチヤナギは雄株、雌株ともあるとされる。葉はジ

ャヤナギとオオタチヤナギに明瞭な違いはないため、葉の特徴に基づき暫定

的にジャヤナギと同定した 128 個体を開花期に確認したところ、3 個体は非着

花、122 個体は雌であったが、残りの 3 個体は雄で、葯の色はオオタチヤナギ

の特徴である赤であった。これら雄 3 個体はオオタチヤナギと考えられる。雌

個体のジャヤナギとオオタチヤナギの識別ポイントは雌花の腺体数だが（大

橋 2016）、ジャヤナギは 2 個、オオタチヤナギは 2 個まれに 1 個とされ、明確

に峻別できないため同定困難だった。このため、葉の特徴からジャヤナギと同

定した個体は、オオタチヤナギとした雄 3 個体を除き、ジャヤナギとして扱った。 

 

1 本立ちか数本立ち 2023.4.3 
小矢部川（守山橋上流） 

雄花序。葯は赤い 2023.4.3 
小矢部川（国東橋上流） 

葉裏は粉白色 2024.9.20 
小矢部川（聖人橋付近） 

互生 2024.9.20 
小矢部川（国東橋上流） 

裏 表 
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【亜高山・高山生育種】 

⑮ ミヤマヤナギ Salix reinii 
別名： ミネヤナギ 

生活形： 落葉低木、最大樹高約 2m 

生育地： 亜高山～高山。立山では弥陀ヶ原から上部。 

葉による見分け方： ヤナギ属の中では葉身長に対して幅が広い葉。葉形の

変異は大きいが、卵形が基本。鋸歯は明瞭。葉身長 4～10cm。 

  

株立ちとなる。 開花期の雄個体
は黄色く目立つ 
2023.6.8 立山天狗の鼻 

花序は開葉と同時に現れる 
左：雄花序 2023.6.8 立山天狗の鼻、 
右：雌花序 2025.6.27 立山弥陀ヶ原 

  

ヤナギ属の中では
葉の幅が広い 
2022.7.15 立山追分 

新葉は時に赤味を帯びる。
新葉の縁は裏に巻かない 
2023.7.24 立山室堂 

亜高山帯に広く生育。 
開葉・開花中の個体 
2023.6.8 立山カルデラ
展望台 
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2-8 外来ヤナギ類 

【外来種】 シダレヤナギ Salix babylonica var. babylonica 

生活形： 落葉高木、最大樹高約 20m 

生育地： 中国原産。街路樹や公園樹とされるが、河川下流部等で野生化 

葉による見分け方： 葉身長は 8-13cm で細長い。 

備考： 枝先が垂れ下がることで見分けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外来種】 ウンリュウヤナギ Salix babylonica ‘Tortuosa’ 
生活形： 落葉高木、最大樹高約 20m 

生育地： 中国原産。公園樹や庭園樹とされる

が、河川下流部等で野生化 

葉による見分け方： 葉身長は 5-10cm で細長

く、大きく波打つ。 

備考： シダレヤナギの栽培品種。枝は曲がり

くねる。 

 

 

  

シダレヤナギの品種ロッカク
ヤナギ。枝が長く垂れる 
2022.10.10 中央植物園 

1 本立ちとなる。野生化
個体 2022.6.12 庄川
（中田橋上流） 

野生化個体 2022.6.4 
神通川（新保大橋付近） 

1 本立ちとなる。野生化個体 
2022.5.14 常願寺川（新幹線
橋梁付近） 

野生化個体 2023.5.27 
小矢部川（小矢部市鴨島） 

枝も葉も曲がりくねる 2023.5.27 小矢部川
（小矢部市鴨島） 
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【外来種】 キヌヤナギ Salix schwerinii ‘Kinuyanagi’ 
生活形： 落葉小高木、最大樹高約 6m 

生育地： 朝鮮半島原産。河川下流部でまれに野生化 

葉による見分け方： 葉身長は 8-18cm で細長くオノエヤナギに似るが、葉裏

に絹毛が密生し光沢がある。 

備考： 北海道や大陸に分布するエゾノキヌヤナギの栽培品種とされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外来種】 セイヨウハコヤナギ Populus nigra var. italica 
別名： ポプラ、イタリアヤマナラシ 

生活形： 落葉高木、最大樹高約 30m 

生育地： 公園樹や街路樹とされる。野生化

した個体は見ない。 

備考： 細長い特異な樹形で見分けられる。 

 

株立ちとなる 
2023.5.27 小矢部川
（南砺市上川崎） 

葉形はオノエヤナギに似る 
2022.6.3 小矢部川（高岡市
伏木） 

葉裏は絹毛が密生 
2023.5.27 小矢部川
（南砺市上川崎） 

極端に細長い樹冠となる 
左：2023.8.19  21 世紀の森駐車場
（八尾町杉ヶ平）、右：2024.10.21 
国道 160 号線（氷見市阿尾） 

葉はヤマナラシに
似る。葉柄は扁平 
2021.8.24  21 世紀
の森駐車場（八尾
町杉ヶ平） 
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2-9 ヤナギ類の観察適地 

富山県には多くの大河川があり、河口から山地までの距離も短いの

で、いずれの大河川でも比較的短い移動距離で、下流域に分布する

種から中・上流域に分布する種まで多くのヤナギ類を観察できます。

中でも常願寺川は、下流域で常願寺大橋から常盤橋にかけての河川

敷（写真 6）を、中流域で富山地方鉄道本宮駅周辺の河川敷（写真 7）

と尾根上の台地（白樺平、写真 8）を訪れれば、主要 13 種を網羅する

ことができます。さらに、アルペンルートで立山の弥陀ヶ原まで登れば、

ミヤマヤナギも見られます（P40）。 

 

 

 

  

写真 6  

常願寺川下流のヤナギ群落 
この周辺には、コゴメヤナギ、カ

ワヤナギ、イヌコリヤナギ、ネコヤ

ナギ、ジャヤナギ、タチヤナギ、マ

ルバヤナギの 7 種が生育 

2024.4.10 常願寺川（常願寺大橋

付近） 

写真 7 常願寺川中流のヤナギ群落 
この地点には、コゴメヤナギ、カワヤナギ、

オノエヤナギ、イヌコリヤナギ、ネコヤナギ、

タチヤナギ、バッコヤナギ、オオバヤナギ、

ドロノキの 9 種が生育し、識別を楽しめる 

2022.6.18 常願寺川（本宮駅付近） 

写真 8 常願寺川中流域の尾

根上の台地 
東屋背後はヤマナラシ。周辺の林

道沿いにバッコヤナギとオオキツ

ネヤナギも生育 

2025.4.29 白樺平（本宮駅南方） 

ヤナギ群落 

剱岳 毛勝山 大日岳 
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3-1 挿し穂の発根性調査の重要性 

挿し木とは、増殖させたい植物の枝、茎、葉などを挿し穂として土に

挿して発根させる繁殖法です。ここでは、ヤナギ類の立木から切り出し

た 20～25cm ほどの枝のことを挿し穂と呼びます。多くのヤナギ類は挿

し穂から発根しやすく、他の植物が生育しづらい厳しい環境への適応

力も高いと言われています。このため、挿し穂の直挿しによるヤナギ類

の造林は、治山事業地の裸地緑化に有効な手法として知られていま

す。また、ヤナギ類は初期成長が速いことから、エネルギー利用を目

的としたバイオマス資源作物としても注目されており、農耕地に導入す

る際には直挿しが行われます。 

富山県に自生するヤナギ類の在来種は表 1 のとおりです。今後、緑

化植物やバイオマス資源としてこれらのヤナギ類を活用するためには、

各樹種における挿し穂の発根性（発根しやすいかどうか）を知る必要

があります。そこで、主要 13 種の挿し穂を夏季（7 月下旬）および秋季

（11 月下旬～12 月上旬）に採取し、それぞれの季節において同一の環

境下で管理して発根性を調べました。 

 

3-2 発根性の調べ方 

1 樹種につき自生木 10 個体の 2～3 年生の枝から長さ 20cm の挿し

穂を 5 本ずつ採取し、バーミキュライトのみを入れたプランターに地上

部がおよそ 5cm となるように挿しました。ヤナギ類は陽樹であり明るい

場所を好みますが、冬季は挿し穂の乾燥を防ぐため、プランターを日

陰に設置しました。雪解け後、開葉が始まる頃以降から夏季は日あた

りの良い場所に設置し、1 日 2 回（早朝と夕方）潅水を行いました（写真

9）。約 1 週間おきに萌芽の有無や成長を観察し、新たな萌芽の発生が

なくなった樹種から挿し穂を掘り出して根の有無を確認しました（p47～

48）。 

  

３. 挿し穂の発根性 
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3-3 樹種による発根性の違い 

各樹種における発根率と萌芽率は図 9 のとおりでした。萌芽がなく

地上部の変化はなくても、発根している場合（オオキツネヤナギ、バッ

コヤナギなど）がある一方、萌芽しても発根していない場合（オオバヤ

ナギ、ヤマナラシなど）もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9 発根性調査の様子 

0 20 40 60 80 100

0 10ヤヤヤヤヤ

18 80オオオ

66 48オババ

94 100ヤマオ

96 82オオオオオ

100 88ドドドオ

100 88オドオ

100 92カカ

100 94イイバイ

100 96タタ

100 98オバ

100 100バココ

100 100ジジ

(%)

発発発 萌萌発

0 20 40 60 80 100

6 60オオオ

16 18オババ

16 38ヤヤヤヤヤ

74 62オオオオオ

98 88ドドドオ

100 86タタ

100 90カカ

100 94イイバイ

100 94オバ

100 96オドオ

100 96バココ

100 98ヤマオ

100 100ジジ

(%)

発発発 萌萌発

萌萌と発発 発発のの 萌萌のの なな

夏季 秋季 

図 9 各樹種の発根率と萌芽率 
発根率：「萌芽と発根（黄）」と「発根のみ（水色）」の合計 

萌芽率：「萌芽と発根（黄）」と「萌芽のみ（緑）」の合計 
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2 季にわたる調査結果から、発根率の季節変動を整理し、主要種を

3 タイプに分類しました（表 4）。1 つめは、夏季・秋季のいずれにおいて

も発根率が 90%以上と高い樹種（ジャヤナギ、ネコヤナギ など 9 種）で

す。これらは、1 年のうち発根しやすい期間が長いことが期待され、直

挿しに適した樹種と言えます。2 つめは、季節に関わらず発根率が 20%

未満と低い樹種（オオバヤナギとヤマナラシ）で、直挿しには適さない

樹種と考えられます。3 つめは、季節によって発根率に差がある樹種

（バッコヤナギとオオキツネヤナギ）です。バッコヤナギの秋季の発根

率は約 70%でしたが、夏季は 20%未満でした。また、オオキツネヤナギ

の発根率は、秋季では約 90%と高かったものの、夏季では約 70%でし

た。これら 2 種の発根は安定しないため、直挿しを行う場合は挿し穂の

採取時期に注意する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-4 発根性調査のまとめ 

県内に自生する主要なヤナギ類のうち、発根しやすい樹種を明らか

にすることができました（表 4）。今後、ヤナギ類の直挿しを行う際は、

発根しやすい樹種の中から目的に応じて高木性と小高木・低木性のど

ちらが良いか検討し、造林地の標高と湿潤度が自然分布の範囲内（図

3）であるかも考慮したうえで、使用樹種を決定すると良いでしょう。 

 

表 4 発根率による主要種の分類 

発根率 高木樹種 小高木・低木樹種

高 ジャヤナギ ネコヤナギ
マルバヤナギ イヌコリヤナギ
コゴメヤナギ カワヤナギ
オノエヤナギ タチヤナギ

ドロノキ
中 バッコヤナギ オオキツネヤナギ
低 オオバヤナギ

ヤマナラシ

高： 発根率は季節に関わらず90%以上
中： 高と低以外
低： 発根率は季節に関わらず20%未満
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（参考） 萌芽・発根の様子 

 【 発根率高 】 

  

ジャヤナギ マルバヤナギ 

ネコヤナギ オノエヤナギ 

コゴメヤナギ 

ドロノキ 

カワヤナギ タチヤナギ イヌコリヤナギ 
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【 発根率中 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 発根率低 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオキツネヤナギ バッコヤナギ 

オオバヤナギ ヤマナラシ 
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富山県には標高や乾湿に応じ、高木から低木まで様々なヤナギ類

が生育していますので、その分布特性や発根性を考慮した上で、ヤナ

ギ類の特性を活かした利用を検討いただければと思います。 

森林研究所では、治山事業地においてヤナギ類による木本緑化試

験を実施中です（写真 10）。また、耕作放棄地において、バイオマス発

電所向けの燃材として利用するためのヤナギ類栽培試験を実施中で

す（写真 11、12）。今後、これらの結果も公表していきます。 

おわりに 

木製堰堤の袖天端 

写真 10 治山事業地におけるヤナギによる木本緑化試験状況 
木製堰堤の掘削法面に 4 月に直挿ししたイヌコリヤナギの 8 月の生育状況（白点線） 

2024.8.5 利賀村大豆谷 

写真 12 

栽培したヤナギの収穫試験状況 
直挿しから 2 成長期後のカワヤナギ 

2024.10.8 婦中町平等 

写真 11 

耕作放棄地での栽培試験状況 
早春に直挿ししたカワヤナギの翌春

の状況 2024.4.20 婦中町葎原 
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富山県に分布するヤナギ類についての最新情報 

吉山寛・茂木透 (2019) ヤナギハンドブック．文一総合出版 

豊富な写真で特徴や見分け方をわかりやすく解説。雑種の情報も充実 

 

 

ヤナギ類識別チャレンジ 答え 

1 段目左から 

ネコヤナギ、コゴメヤナギ、バッコヤナギ 

2 段目左から 

マルバヤナギ、カワヤナギ、ヤマナラシ 

3 段目左から 

タチヤナギ、オオキツネヤナギ、オオバヤナギ、オノエヤナギ 

4 段目左から 

イヌコリヤナギ、ドロノキ、ジャヤナギ 

※すべて発根性調査における萌芽の写真を使用しました。 



ヤナギ類識別チャレンジ 答えはこの裏にあります。

富山県農林水産総合技術センター

森林研究所

執筆者：中島春樹（分布特性・見分け方）

岡山侑子（発根性）

この資料に関するご質問がありましたら、森林研究所までお問い合わせください。

2026年 1月26日発行
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